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  y = x2 − 2(a − 1)x + 2a2 − 8a + 4 
の 3 ≤ x ≤ 7 における M を求めよ。 
a > 0 のとき、２次関数 y = x2 − 4x + 5 
例題 
 (0 ≤ x ≤ a) の最小値を求めよ。 

















































定義域をa ≤ x ≤ a + 2とする次の２次
関数について、それぞれの最小値を求
めよ．y = x2 − 2x,  
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を変形すると，頂点の座標が（k，１）であることが求められるので， 頂点は y = 1上を












まず定義域の両端の色を変え定義域内を塗りつぶして強調し，y = x2 − 2kx + k2 + 1のグ
ラフを表示した．その定義域を表示したまま，グラフの中に軸であるx = kを点線で表示さ
せ，パラメーター k の値を変化させることによって，グラフと軸が連動して動くことを視


























ターで表わされていても，定義域そのものは x 座標で２の幅で動くことを理解させる． 
④ 定義域の移動で，たとえば a=1 のとき，x=a と考えないで，x=1 と具体的に短冊を置
いた部分のx座標で最大値・最小値を求めようとする例があった．短冊の左端が x=a，
右端が x=a+2 であることを知らしめ徹底させなければならない． 
⑤ 軸の移動ではどこに何をあわせればよいか，軸や定義域を強調して考えている生徒の
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